



















































































































































義解には五世王は皇親ではないが不課とし、八世王以降から白丁同様の扱いになる 規定されている。つまり、 皇親 四世王 （後に五世王） までとされ が 、 実際には六世王まで不課と う恩恵を蒙っ
表１　親王への給付
品位 家令職員令 （ 一品条～ （ 四品条 軍防令 （（ 給帳内条 田令４位田条 禄令 （0 食封条
一品親王 ７人 （（0 人 （0 町 （00 戸
二品親王 ６人 （（0 人 （0 町 （00 戸
三品親王 ５人 （（0 人 （0 町 （00 戸
四品親王 ５人 （00 人 （0 町 （00 戸
無品親王 （00 戸※１
※１は『類聚三代格』巻八、大同 （ 年（（0（）（ 月 （（ 日太政官謹奏、その他は『律令』により作成。


































































天皇 親王 内親王 源氏 その他 合計
光仁天皇   （ （ 0 （ （
桓武天皇   （（ （（ 0 （ （（
平城天皇   （ （ 0 0 （
嵯峨天皇   （ （（ （（ （ （0
淳和天皇   （ （ 0 （ （（
仁明天皇   （ （ （ （ （（
文徳天皇   （ （0 （（ （ （（
『本朝皇胤紹運録』により作成。

























































































































































































































































































ために創出されたという解釈が最も妥当のように思われる。し し、賜姓源氏の多くが高位高官となっている事実 ら考えると、それにともなう給付は親王への給付と比較しても引けをとらな 額となる。要するに、必ずしも賜姓し ことで財政負担 軽減できたとは考え
表３　公卿への給付
位階 家令職員令 （ 一位条～ （ 従三位条 軍防令 （（ 給帳内条 田令 （ 位田条 禄令 （0 食封条
正一位 （ 人 （00 人 （0 町 （00 戸
従一位 （ 人 （00 人 （（ 町 （（0 戸
正二位 （ 人 （0 人 （0 町 （00 戸
従二位 （ 人 （0 人 （（ 町 （（0 戸
正三位 （ 人 （0 人 （0 町 （（0 戸
従三位 （ 人 （0 人 （（ 町 （00 戸
官職 軍防令 （（ 給帳内条 田令 （ 職分田条 禄令 （0 食封条
太政大臣 （00 人 （0 町 （000 戸
左大臣 （00 人 （0 町 （000 戸
右大臣 （00 人 （0 町 （000 戸
大納言 （00 人 （0 町 （00 戸
中納言 （0 人※１ 規定なし （00 戸※１
参議 規定なし 規定なし （0 戸※２
※１は『続日本紀』慶雲 （ 年（（0（）（ 月 （（ 日条で新設され職分資人・食封も規定されている。
※２は『続日本紀』大宝 （ 年（（0（）（ 月 （（ 日条で新設されたが、封戸に関する規定はないが、松本政春
氏の研究によると天暦 （0 年（（（（）に参議の封戸が削減されるまでは （0 戸であったとしている。（同氏「参
議の職封についての覚書」『日本歴史』（（（、（（（（ 年、（（ 頁）
※１と※２以外は『律令』により作成。

























































































神王・壱志濃王が首班者として太政官に君臨した時期は、 延暦十六年 （七九七） の途中からで、 嵯峨天皇や淳和天皇は神王・












































































地位を他氏族に対して超越したものにする必要があった。そのために「源朝臣姓」そのもの 価値を高め、位階も他氏族から超越したものとした。さらに、次代の天皇と間に猶子関係、ま 藤原良房との間に姻戚関係をも構築している。このように嵯峨源氏には長期間 及ぶ政治構想があった。　
つまり、嵯峨天皇に賜姓に対する構想がなければ、こ ような一連の体制整備は行えなかったと思われる。そして、仁


















































































































































































































































































年月日 被賜姓者 賜姓名 祖（世代）





貞観元年 （ 月 （ 日 高原王 三原朝臣 新田部親王






貞観 （ 年 （ 月 （（ 日 坂井王 清春真人 施基親王（五世王）
貞観 （ 年 （ 月 （ 日 房世王 平朝臣
貞観 （ 年 （ 月 （（ 日 三坂王 淡海真人 河嶋皇子（裔孫）
貞観 （ 年 （0 月 （ 日 藤王・豊野王・河内王・藤顔王 浄直王・真本王・緒本王 淡海真人
天智天皇 
（六世王・七世王）
貞観 （（ 年 （ 月 （（ 日 男二人・女二人・姪一人 清原真人 舎人親王
貞観 （（ 年閏 （ 月 （（ 日 有氏王 清原真人 舎人親王
貞観 （（ 年 （ 月 （（ 日 成相王・後相王 高階真人 高市皇子





貞観 （（ 年 （ 月 （（ 日 幸身王・時身王 平朝臣 賀陽親王
貞観 （（ 年 （（ 月 （（ 日 善常王・直道王・今道王 清原真人 ？
貞観 （（ 年 （（ 月 （（ 日 好風王等 平朝臣
『日本三代実録』により作成。

























































































































































 貞固親王  源国淵
 貞元親王  源兼忠・源兼信
 貞保親王  源国忠・源国珍・基淵
 貞純親王  源経基・源経主         
 貞数親王  源為善             
 貞真親王  源蕃基・源蕃平・源蕃固・源元亮 
陽成天皇
 元良親王  佐材王・佐時王・佐頼王・佐兼王源佐芸・源佐平・源佐親 
 元平親王  源兼名
 元長親王  源兼明














































































































































また延長年間の賜姓が再び生母 差と う以前の基準が用いられた か不明瞭であ 氏は賜姓の年である延喜二十年という年と親王と源氏 区別 九人目と十人目に現 ことに注目された。それは皇太子保明親王の元服が済み、皇位継承の見通しがたった年であったということ 親王が九人まで確保され十人目が源氏となっているのは親王の









順説に対して、西松氏の親王定員説の二説が示されている。この両説は一見もっとものように思われ 。しかし、林・安田説 関しては、なぜ延喜十四年（九一四）から同十九年（九一九）の間に生まれた者を生年順に賜姓する必要性があったのか明確な指摘がない。また延喜の賜姓（生 順）と延長の賜姓（生母の身分差とで賜姓基準が異なったのか理由がない。　
そして、西松氏に関しては、まず延喜二十年にこだわる必要性








十四年からあったわけである。また親王定員にこだわるならば、賜姓の翌年に宇多の皇子雅明が醍醐の猶子として親王とな たことへの説明がない。つまり、両説には限界が るので ないだろうか。　
そこで、一案を示したいと思う。それは延喜二十年以前に親王
表６　醍醐天皇の皇子
皇子 生母 誕生年 宣下・賜姓年 薨卒去年 備考
克明親王 源封子（旧鑒女） 延喜 （ 年 延喜 （ 年 延長 （ 年 
保明親王 藤原穏子（基経女） 延喜 （ 年 延喜 （ 年 延喜 （（ 年 延喜 （ 年立太子
代明親王 藤原鮮子（連永女） 延喜 （ 年 承平 （ 年  
重明親王 源昇女     延喜 （ 年 延喜 （ 年   天暦 （ 年  
常明親王 源和子（光孝皇女） 延喜 （ 年 延喜 （ 年   天慶 （ 年  
式明親王 源和子（光孝皇女） 延喜 （ 年 延喜 （（ 年  康保 （ 年  
有明親王 源和子（光孝皇女） 延喜 （0 年 延喜 （（ 年  応和元年  
時明親王 源周子（源唱女） 延喜 （（ 年 延喜 （（ 年 延長 （ 年 
長明親王 藤原淑姫（菅根女） 延喜 （（ 年 延喜 （（ 年 天暦 （ 年  
 源高明 源周子（源唱女） 延喜 （（ 年 延喜 （0 年 天元 （ 年  
 源兼明 藤原淑姫（菅根女） 延喜 （（ 年 延喜 （0 年 永延元年  貞元 （ 年親王宣下
 源自明 藤原淑姫（菅根女） 延喜 （（ 年 延喜 （0 年 天徳 （ 年  
 源允明 源敏相女    延喜 （（ 年 延喜 （0 年 天慶 （ 年  
雅明親王 藤原褒子（時平女） 延喜 （0 年 延喜 （（ 年 延長 （ 年  実父宇多上皇
寛明親王 藤原穏子（基経女） 延長元年 延長 （ 年   天暦 （ 年  延長 （ 年立太子、後の朱雀天皇
行明親王 藤原褒子（時平女） 延長 （ 年 延長 （ 年 天暦 （ 年  実父宇多上皇
章明親王 藤原桑子（兼輔女） 延長 （ 年 延長 （ 年   正暦元年  
成明親王 藤原穏子（基経女） 延長 （ 年 延長 （ 年 康保 （ 年  天慶 （ 年立太子、後の村上天皇
 源為明 藤原伊衡女   延長 （ 年か 応和元年  
 源盛明 源周子（源唱女） 延長 （ 年 寛和 （ 年  康保 （ 年親王宣下
『本朝皇胤紹運録』『日本紀略』『扶桑略記』『一代要記』『本朝世紀』『類聚符宣抄』により作成。誕生年は
主に没年時の年齢から計算した。またこの表作成に当たって林陸朗「賜姓源氏の成立事情」（『上代政治社
会の研究』吉川弘文館、（（（（ 年、（（0 ～ （（（ 頁）を参考にした。



























































































の違いは生母の違いのみである。昌平の生母芳子は藤原師尹女であり、当時 太政官での師尹と在衡とを比べると在衡が大納言であるのに対し師尹は権大納言 あるから、決定的な差はない。強いて言えば、芳子所生の皇子は昌平が最初であり、在衡女所生の皇子はすでに致平を親王としていた。つまり、この昭平と昌平の違い 同母兄がす に親王となっているか、なっていな かという醍醐天皇と同様の原則を用いたとことがわかる。　
村上天皇が崩御した康保四年（九六七）以降に、村上天皇の皇子で親王宣下を受けた者



































一世源氏創出には醍醐・村上両天皇が一世源氏を創出してい 時代への回帰的 政策 延
表７　村上天皇の皇子
皇子 生母 誕生年 宣下・賜姓年 薨卒去年 備考
広平親王 藤原祐姫（元方女） 天暦 （ 年 天徳元年以前か 天禄 （ 年
憲平親王 藤原安子（師輔女） 天暦 （ 年 天暦 （ 年   寛弘 （ 年 天暦 （ 年立太子、後の冷泉天皇
致平親王 藤原正妃（在衡女） 天暦 （ 年 天暦 （0 年以前か 長久 （ 年
為平親王 藤原安子（師輔女） 天暦 （ 年 天徳 （ 年以前か 寛弘 （ 年
 源昭平 藤原正妃（在衡女） 天暦 （ 年 天徳 （ 年   長和 （ 年 貞元 （ 年親王宣下
守平親王 藤原安子（師輔女） 天徳 （ 年 天徳 （ 年 正暦 （ 年 康保 （ 年立太子、後の円融天皇
昌平親王 藤原芳子（師尹女） 天徳 （ 年 天徳 （ 年   応和元年
具平親王 庄子女王（代明女） 康保元年 康保 （ 年 寛弘 （ 年

















はないだろうか。貞観十年代に諸王への待遇が修正されたことや諸王への賜姓が増加したことで二世王（皇孫）であっても賜姓するという姿勢が継承されたのではないか。そ は二世王（皇孫）を認めるとそこから数世代に渡って王を増やすことになる らで、そのような事情を考えると王として残すことよりも源氏と ることの方が皇親整理 ためには重要であったと思わる。　
そもそも宇多一世源氏に男子がいないのは皇位継承候補者の確保のため
で、皇子の生母がみな参議以上 名 わ る貴族 女であることは、桓武・嵯峨両天 のような親王等 純 しかもたらさず不良債権となった過去の例をふまえて、純粋に皇位継承可能な身分の女との間に皇子を儲けた らも窺える。従来のよう 財政負担の軽減と う建前 もって賜姓を行うよりも皇位継承問題という現実問題に対しての解答で、それ故に賜姓せずにみな
表８　宇多皇孫















雅慶   大僧正・東寺長者・東大寺別当
斉世親王
源英明 従四位上左近衛中将・蔵人頭
源庶明 従三位中納言                
『本朝皇胤紹運録』により作成。
議政官となった者はゴシックにした。













天皇 親王 皇孫 官位・官職など
醍醐天皇
克明親王  
 源博雅 従三位皇太后宮権大夫 
 源正雅 従四位下土佐権守   
 源清雅 従四位下侍従     
 源助雅 従四位下右京大夫   
保明親王  
 慶頼王 皇太孫        
凞子女王 朱雀天皇女御     
代明親王  
厳子女王 藤原頼忠室      
惠子女王 藤原伊尹室      
庄子女王 村上天皇女御     
 源重光 正三位権大納言    
 源保光 従二位中納言     





徽子女王 村上女御       
旅子女王 齋宮         
常明親王 源茂親 従四位上刑部卿    
式明親王 源親頼 従四位上兵部卿    
有明親王  
源忠清 正三位参議      
源守清 従四位上弾正大弼   
源正清 正四位下左近衛中将  
源泰清 従三位大蔵卿・左京大夫
明救  権僧正        
兼明親王＊
源伊陟 正三位権中納言    
源伊行 従四位上       
行明親王 源重凞 従四位下
章明親王  
源尊光 従四位下       
源近光 従四位下       
尊仁  
済子女王 齋宮         
隆子女王 齋宮         
盛明親王＊
斯忠王 従三位        













子で猶子 者を加えて二〇人いて、そのうち源氏のまま薨卒去した者を除く 一六人となる。さらに、 そこから天皇と 朱雀・村上両天皇を除いて、子孫がわかっているのは克明・保明・代明・重明常明・式明・有明・兼明・行明・章明・盛明等の一一親王である。そして『本朝皇胤紹運録』によると表９のようになり 合計三五人のうち王二人、源氏二三人で参議以上となったのは五人 女王八人、僧二人いたことがわかる。　
源氏とならなかった者を詳しく見ると、慶頼王は皇太孫となった
が若くして薨去し、また斯忠王は系図以外から知ることはできないが、二人の兄弟が賜姓されていることから斯忠王も賜姓され 可能性はあると思われる。他に僧 救は権僧正となっ いて、凞子女王は朱雀天皇女御、厳子女王は藤原頼忠室、惠子女王は藤原伊尹室、庄子女王は村上天皇女御、徽子女 は 天 女御と天皇や摂関家との婚姻関係を築いている。　
最後に村上皇孫についてみると、林氏は女子は賜姓されず女王を
表 10　村上皇孫








































皇孫女子は賜姓されず 女王 ままという一定の原則が存在した。こ原則を支えるのは皇親整理 いう第二期以来の方針があったからであるこの第三期の賜姓は第二期の方針を
表 11　花山・三条・後三条の皇孫





























































ており、皇親整理の手段として積極的に活用して った とが窺える。このように第三期の賜姓源氏は皇子賜姓 皇孫賜姓という異なる賜姓が異な 目的の下 行われた。　
しかしながら、第三期の賜姓源氏の多くが長期間に渡って議政官を輩出し続けたことに賜姓源氏が一貫して天皇輔弼と













































デルにし、藤原氏とともにミウチによる共同輔弼体制を構成した。その目的のために他氏族に対して優遇された存在となり、多くの賜姓源氏が議政官とな 加えて長期間に渡って大臣を輩出し続 たよう 賜姓による財政負担の軽減は主たる目的ではなかった。











整理へと変化していった。つまり、 の論理は一貫したものではなく、清和朝や醍醐朝にターニングポイントがあったように創出の主な目的はその時期の政治事情や によって変化したことを示している。しかし、賜姓源氏す わち「源朝臣姓」に一貫してあったのは嵯峨天皇が賜姓源氏創出にあたって構想した「天皇輔弼」であったと考えられる。
註（１）
  
赤木志津子 「賜姓源氏考」 （ 『平安貴族の生活と文化』 講談社、 一九六四年。後に同 『摂関時代の諸相』 近藤出版社、 ここでは再録参照。
一二八頁）
 
黒板伸夫 「摂関制展開期における賜姓源氏―特に安和の変を中心として」 （ 『古代学』 一五―四、 一九六九年。後に同 『摂関時代史論集』吉川弘文館、ここでは再録参照。二三七～二三九頁）
 
藤木邦彦「皇親賜姓」 （ 「奈良・平安朝における賜姓皇親について」 『国士舘大学人文学会紀要』二、 一九七〇年。後に同『平安王朝


































竹島寛 「王朝時代に於ける皇親の御封禄制度と御経済状態」 （竹島先生遺稿刊行会編 『王朝時代皇室史の研究』 右文書院、 一九三六年。























（（）  「意見封事十二箇条」 （ 『本朝文粋』巻第二 意見封事所引）
（
（（）  『日本後紀』大同元年四月 日条






























































































（（）  『日本三代実録』貞観十二年二月 十 条
（






















































































































































































（（）  『延喜格』は『日本紀略』延喜八年十二月二十七日条、 『延喜式』は『延喜式』序文によると延喜十二年二月に編纂を催促している。
『延喜交替式』は『類聚符宣抄』第六、延喜十二年六月九日宣旨所引の延喜十一年五月四日太政官符、 『延喜儀式』は『別聚符宣抄』延喜十三年八月二十九日宣旨による。
（




に三善清行は『意見封事十 箇条』を提出し、その中で課丁制の衰微により調庸収取が困難になってい こ 指摘し、逃亡そ他課税遁避者の口分田を収公して賃租に出し、その収益でもって調庸を確保すべきだと主張したのだが、忠平の賛意 得たも醍醐の容れるところとならず、却下されたらしい。清行 意見は人頭税の地税化といってよく、律令原則に固執する醍醐 清行案











































れた。氏は『新撰姓氏録』は嵯峨朝の弘仁五年六月に成立 、同年五月になされた源氏賜姓を反映す ため、改訂の上翌年七月に再上奏された」とし、その構造につい 「過去の遺産となりつつあった真人姓を「皇別の上氏」 して京畿を併せて第一巻に纏めたことも重要である。その結果、第二帙から始まる神別の冒頭に藤原朝臣を置き、実質上の皇別の始まりである第一帙第二巻を源朝臣から記すことが可能となった。嵯峨は、皇別の代表たる源氏と神別の長なる藤原氏 が 族の頂点に位置す という姿を、 『新撰姓氏録』の編纂を通じて明示した である。 」と指摘しており、嵯峨天皇が源氏と藤原氏による共同輔弼体制を構想 てい という証左になりうると考える。
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